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当
所
が
管
轄
す
る
多
摩
の
森
林
で
も
、

大
規
模
な
山
地
崩
壊
や
林
道
の
路
肩
決

壊
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
被
害
に
困
惑
し
な
が
ら
も
、
応
急

復
旧
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現

在
も
多
く
の
林
道
が
通
行
不
可
能
な
状

態
で
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
早
期

復
旧
の
声
を
多
々
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
森
林
の
機
能
を
出
来
る
だ
け
早
期

に
回
復
し
、
都
民
の
皆
様
の
安
心
・
安

全
で
快
適
な
生
活
確
保
す
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
数
年
間
は
、
台
風
で
被
災
し

た
現
場
の
復
旧
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設

業
協
同
組
合
な
ら
び
に
組
合
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

令
和
二
年
度
の
事
業
に
つ
い
て 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
長 

後
藤 

広
治 

  

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
当
事
務
所
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
十
月
に
は
台
風
十
九
号
が
襲
来

し
、
管
内
の
道
路
施
設
や
河
川
施
設
に
深
刻
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
西
多
摩
建
設
業
協
同

組
合
の
皆
様
に
は
、
被
災
直
後
の
応
急
復
旧
の

段
階
か
ら
、
日
夜
を
問
わ
ず
復
旧
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
実
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
多
く
の
被
災
箇
所
で
復
旧
が
進
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

し
か
し
、
奥
多
摩
町
日
原
地
区
へ
の
唯
一
の

交
通
路
で
あ
る
都
道
二
〇
四
号
（
日
原
街
道
）

は
平
石
橋
付
近
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
、 

主
要
地
方
道
三
十
三
号
（
檜
原
街
道
）
本
宿
地

区
で
は
片
側
交
互
通
行
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
一
八
四
号
細
尾
駐
在
所
前
（
日
の

出
町
）
に
つ
い
て
も
本
復
旧
の
工
事
中
で
あ

り
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
被
災
箇
所
が
今
も
多

く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い

て
、
本
年
度
も
引
き
続
き
災
害
復
旧
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
河
川
に
関
し
ま
し
て
は
、

主
に
秋
川
（
山
田
地
区
や
牛
沼
地
区
）
を
は
じ

め
多
く
の
護
岸
が
被
災
す
る
な
ど
一
〇
〇
箇

所
以
上
の
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、
優
先
度
の

高
い
箇
所
か
ら
順
次
、
対
策
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

災
害
復
旧
に
関
連
し
た
事
業
以
外
で
は
、
東

部
の
市
街
地
で
、
青
梅
三
・
四
・
四
号
、
福
生

三
・
三
・
三
〇
号
な
ど
で
引
き
続
き
道
路
ネ
ッ 

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
と
森
林
の
機
能
回
復
を
目
指
し
て 

東
京
都
森
林
事
務
所
長 

渡
邊 

俊
夫 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
東
京
都

の
森
林
・
林
業
施
策
や
災
害
復
旧
事
業
に
対
し
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
一
月
以
来
、
世
界
規
模
で
蔓
延
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終
息
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
り
ま
し
て
も
、
組
合
員
各
社
に
は
西
多
摩
地

域
で
建
設
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
工
事
現
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
是
非

と
も
、
皆
様
方
の
健
康
を
第
一
に
、
万
全
な
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

さ
て
、
東
京
に
は
、
多
摩
地
域
と
島
し
ょ
地

域
に
総
面
積
の
約
四
割
を
占
め
る
森
林
が
広
が 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
林
は
、
木
材
の
供
給

を
は
じ
め
、
水
源
の
か
ん
養
や
災
害
の
防
止
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
な
ど
の
多
面
的
な
機
能

に
よ
り
都
民
生
活
に
貢
献
し
て
お
り
、
都
民

共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。 

こ
の
森
林
を
守
り
、
そ
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
は
、
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
と
い
う
「
森
林
の
循

環
」
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
一
翼
を
担
う
林
業
の
振
興
が
重
要
で
す
。

東
京
都
で
は
、
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

従
事
者
の
確
保
や
、
技
術
者
の
育
成
・
継
承
、 

低
コ
ス
ト
林
業
技
術
の
開
発
な
ど
に
向
け
た

取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
等
の
生
産
活

動
の
基
盤
と
な
る
林
道
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
全
国
的 

に
木
材
利
用
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
国
産
材
、
特
に
「
多
摩
産
材
」
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
林
業
の
振
興
に

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

ま
た
、
多
摩
地
域
の
山
々
は
急
峻
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
山
地
災
害
の
危
険
性
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
森
林
保

全
・
整
備
や
予
防
治
山
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
十
月
に
東
日
本
を
襲
っ
た
台
風

十
九
号
は
、
日
本
の
百
地
点
以
上
で
過

去
最
大
の
降
雨
量
を
記
録
し
、
阿
武
隈

川
や
千
曲
川
流
域
で
は
、
百
年
に
一
度

の
猛
烈
な
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
、

多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

東
京
に
お
き
ま
し
て
も
、
道
路
の
崩
落

や
土
砂
崩
れ
、
護
岸
浸
食
な
ど
の
甚
大

な
被
害
が
各
所
で
発
生
し
ま
し
た
。 

 

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
山
間
部
で

は
、
集
落
の
孤
立
化
を
防
止
す
る
た
め
、
都
道
の
ダ
ブ

ル
ル
ー
ト
化
を
図
り
、
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
は

じ
め
多
摩
川
南
岸
道
路
（
丹
三
郎
）
、
秋
川
南
岸
道
路

（
下
元
郷
）
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
維
持
管
理
の
面
で
は
、
老
朽
化
し
た
橋
梁

や
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
計
画
的
に
長
寿
命
化
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
山
岳
道
路
斜
面
に
お
い
て
、
地

形
が
急
峻
な
場
所
で
は
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た

調
査
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
よ
り
的
確
に
斜
面
の
状

態
を
把
握
し
、
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
砂
防
事
業
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業

や
河
川
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
近
年
多
発
し

て
い
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

当
事
務
所
で
は
、
西
多
摩
地
域
を
災
害
に
強
く
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
さ
れ
た
地
域
と
し
て
い
く

た
め
、
着
実
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

際
、
地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
良
質
な
整
備

を
行
う
た
め
に
は
、
発
注
者
と
受
注
者
と
が
目
標
を
共

有
し
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

本
年
度
も
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   
 

横田基地～フロストバイトマラソン～体験記 

令和２年１月１９日、米軍横田基地内を走る第３９回 FROSTBITEマラソ

ンに出場してきました。 

この大会は毎年１月の第３日曜日に開催され、キッズラン（小学生、  

１２歳以下の子供）２㎞、ファミリー（小学生と保護者のペア）２㎞、   

５㎞、ハーフといった種類に分かれています。出場者数はキッズランが 

３５０人、ファミリーが３５０ペア、５㎞が２，５００人、ハーフが   

８，０００人。制限時間も設けられており、キッズランとファミリーが  

２０分、５㎞が６０分、ハーフが２時間３０分以内に完走しないとなり 

ません。 

大会当日は、雲の無い快晴に恵まれ絶好のランニング日和となりまし 

た。基地内には、入り口で身分証の提示と荷物検査を受け

て入るので、この辺が他の大会と異なるところでしょう

か。スタート兼ゴール地点の周辺には基地内の人がハンバ

ーガーの店を開いていたり、ランニング用品の店等が出て

います。 

ランニングコースは基地内の滑走路周辺を走るようにな

っており、写真撮影禁止の場所もあります。沿道では基地       

の人がダンスや歌を歌いながら陽気に応援してくれて、と

ても元気をもらえます。 

 

 

走る楽しみ方は人それぞれですが、あまりタイムを気

にせず基地内のアメリカンな雰囲気を楽しみながら気楽

に走るのに向いている大会です。興味のある方は是非参

加してみてください。       広報委員 F 

                   
 

  

大会の様子 ゴール付近 
参加賞のトレーナー 
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 ３ 月 事 業 報 告  

１日～３月３１日 建設業年度末労働災害防止強調月間 

３日 災害対策安全委員会  

９日 事業委員会 

１０日 広報委員会 ３０８号編集発行 

１０日 年度末工事現場パトロール （建災防 西多摩分会） 

１６日 総務委員会 

１７日 理事会 

３０日 災害対悪安全委員会 

 

  ４ 月 事 業 計 画  

７日 広報委員会 ３０９号編集発行 

 ８日 若手経営者の会役員会 

１５日 災害対策安全委員会 

１６日 事業委員会 

２０日 総務委員会 

２１日 理事会  

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内  『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2020年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技学科士コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１１年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）  0428-22-6245 石川 

    日建立川校 担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

新緑の候 心地よい季節となって参りました。 

しかし、今現在世界中・国内中で感染症が広がっています。

国内感染者の数も増えている今、一人一人予防対策をとり、自

粛行動で誰からもうつされないように頑張り、一刻も早く感染

症が終息することを祈ります。 

                    広報委員会 

 

 

～広報委員会～ 
 

西多摩建設業協同組合総会第 54回通常総会 

及び創立 70周年記念感謝状表彰式 

月日  ５月２０日(水)   

  時間 総会・70年記念表彰式 １５時００分 

会場 青梅市福祉センター  

３階 梅の間 

         

懇親会 時間 １８時から 

会場  青梅市福祉センター  

３階 ふようの間 

        

※新型コロナウイルス感染拡大の情勢が日増し

に強まってきており、日本政府より緊急事態宣

言が発令さました。不要不急の外出、会合等自

粛要請が出ております。 

  予定が変更となりましたら、速やかにお知らせし 

ます。 

   

STOP！ 新型コロナウイルス  

 


